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労働災害防止に向けた集中的取組の実施について 

～死亡者数の大幅な増加を受けて、労働災害防止団体等に緊急要請～ 

 
茨城労働局（局長 中屋敷 勝也）は、茨城県内の労働災害発生状況（平成 26

年 7 月末日現在）について、死亡災害が大幅に増加し、死傷者数（休業４日以上）

も増加していることから、労働災害防止に向けた集中的な取組を実施します。 
 

 
 
 
 
 
  

１ 労働災害発生状況 

（１） 死亡災害発生状況 

死亡者数は２２人で、前年の１６人に比べ、６人（３７．５％）の大幅な増加

となっています。 

業種別にみると製造業、建設業、その他がそれぞれ６人、次いで運輸交通業で

３人となっています。 

事故の型は、高所からの墜落・転落が７人と最も多く、次いで、はさまれ・巻

き込まれが５人、飛来・落下とおぼれがそれぞれ２人となっています。 
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Press Release 

１ 労働災害防止団体等に対する「緊急要請」の実施 

 

２ 建設業労働災害防止協会との合同パトロールの実施 

 

３ 全国労働衛生週間準備打合せ会等を活用した労働災害防止対策の推進 
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（２） 死傷者数（休業４日以上） 

死傷者数については１，４１０人で、前年の１，３６５人と比較し、４５人

（３．３％）の増加となっています。 

特に災害が増加している主な業種をみると、建設業は１９０人で対前年比２

１人（＋１２．４％）、商業は１８５人で対前年比１４人（＋８．２％）、製

造業は４０６人で対前年比４人（＋１．０％）となっています。 

事故の型は、転倒が３０１人（２１％）と最も多く、次いで墜落・転落が２

６７人（１９％）、はさまれ・巻き込まれが２１９人（１６％）の順となって

います。 

                     （資料Ｎｏ．１～Ｎｏ．４） 

 

２ 労働災害防止に向けた集中的取組の実施について 

茨城労働局では、死亡者数の大幅な増加、死傷者数の増加に伴って、平成２６

年６月２３日付けで茨城労働局長名により、労働災害防止関係団体等に対して要

請を行いました。           

しかし、その後も死亡災害の増加に歯止めがかからないことから、下記のとお

り集中的な取組を行うことにしました。 

 

記 

 

（１）労働災害防止団体等に対する「緊急要請」の実施 

 「緊急要請」は、３０団体に対して要請を行います。 

なお、特に労働災害の増加している建設業、商業の事業場を多く会員とする

主な団体を局幹部が訪問し、直接、労働災害防止について説明し要請を行いま

す。                       （資料Ｎｏ．５） 

  （直接、要請を行う５団体）             

① 建設業労働災害防止協会茨城県支部 

② 茨城県商工会議所連合会 

③ 茨城県商工会連合会 

④ 陸上貨物運送事業労働災害防止協会茨城県支部 

⑤ 一般社団法人茨城労働基準協会連合会 

 なお、①建設業労働災害防止協会茨城県支部に対しては、9月4日（木）午後2

時に局長が訪問し直接要請を行うので、その際取材を受けることが可能です。 

当日の取材を希望される場合は、9 月 2 日（火）までに当局健康安全課（課長
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補佐 中島）までご連絡ください。 

 

（２）建設業労働災害防止協会との合同パトロールの実施 

 建設業労働災害防止協会茨城県支部・各分会と茨城労働局・各労働基準監督署

が合同で、建設現場の安全衛生パトロールを全県下で一斉に 9 月中に実施し、労

働災害防止の取組の徹底を集中的に呼び掛けることにしています。 

 なお、建設業労働災害防止協会茨城県支部と茨城労働局幹部が合同で実施する

パトロールについて、記者の同行取材の準備を進めています。日程等が決まりま

したらお知らせいたします。 

 

 

（３） 全国労働衛生週間準備打合せ会等を活用した労働災害防止対策の推進 

９月上旬に各労働基準監督署管内で開催する労働衛生週間準備打合せ会等にお

いて、署長が直接、参加事業場に対して、労働災害の現状及び集中的取組等を盛

り込み、労働災害防止の取組の徹底を要請します。 

 

                          （資料Ｎｏ．６） 
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農林水産等

製造業

建設業

陸上貨物
運送事業

第三次産業

＋6人(＋37.5％)

死亡災害が大幅に増加、第三次産業、製造
業、建設業で多数の死亡

休業４日以上の死傷災害は、建設業で大幅
に増加、第三次産業も増加。陸上貨物運送
業と農林水産業では減少

22人

16人

1,410人1,365人

出典：労働者死傷病報告
出典：死亡災害報告

＋45人(＋3.3％)

平成26年（1月～7月速報値）の労働災害発生状況（茨城）

農林水産等

製造業

建設業

陸上貨物
運送事業

第三次産業

資
料
№

1
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 （平成26年7月末現在）

25年 26年 25年 26年
1月～7月 1月～7月 1月～7月 1月～7月

1,365 1,410 16 22 45 (3.3) 6 (37.5)

402 406 4 6 4 (1.0) 2 (50.0)

食料品 116 113 0 0 -3 (-2.6) 0 (0.0)

化学 40 39 1 0 -1 (-2.5) -1 (0.0)

金属製品 82 80 1 0 -2 (-2.4) -1 (-100.0) 

169 190 6 6 21 (12.4) 0 (0.0)

土木 58 41 3 1 -17 (-29.3) -2 (-66.7) 

建築 75 92 2 3 17 (22.7) 1 (50.0)

その他 36 57 1 2 21 (58.3) 1 (100.0)

233 208 2 3 -25 (-10.7) 1 (50.0)

道路貨物運送業 193 182 2 3 -11 (-5.7) 1 (50.0)

11 18 0 0 7 (63.6) 0 (0.0)

17 22 0 0 5 (29.4) 0 (0.0)

64 54 0 0 -10 (-15.6) 0 (0.0)

171 185 4 1 14 (8.2) -3 (-75.0) 

小売業 132 163 3 1 31 (23.5) -2 (-66.7) 

50 47 0 0 -3 (-6.0) 0 (0.0)

248 280 0 6 32 (12.9) 6 (0.0)

 （確定）

24年 25年 24年 25年

1月～12月 1月～12月 1月～12月 1月～12月

2,957 2,757 40 35 -200 (-6.8) -5 (-12.5) 

873 790 7 7 -83 (-9.5) 0 (0.0)

食料品 272 230 0 0 -42 (-15.4) 0 (0.0)

化学 70 60 2 2 -10 (-14.3) 0 (0.0)

金属製品 159 165 2 1 6 (3.8) -1 (-50.0) 

438 358 11 12 -80 (-18.3) 1 (9.1)

土木 109 101 7 4 -8 (-7.3) -3 (-42.9) 

建築 241 176 2 5 -65 (-27.0) 3 (150.0)

その他 88 81 2 3 -7 (-8.0) 1 (50.0)

379 427 8 4 48 (12.7) -4 (-50.0) 

道路貨物運送業 327 371 7 4 44 (13.5) -3 (-42.9) 

33 31 0 0 -2 (-6.1) 0 (0.0)

54 41 2 1 -13 (-24.1) -1 (-50.0) 

147 126 2 0 -21 (-14.3) -2 (-100.0) 

358 346 6 8 -12 (-3.4) 2 (33.3)

小売業 283 272 6 7 -11 (-3.9) 1 (16.7)

118 109 0 0 -9 (-7.6) 0 (0.0)

557 529 4 3 -28 (-5.0) -1 (-25.0) 

貨物取扱業

農林業

畜産水産業

商業

社会福祉施設

その他

計

製造業

建設業

運輸交通業

 業 種 別
休業４日以上 死亡者数 増減

休業(%) 死亡(%)

貨物取扱業

農林業

畜産水産業

商業

社会福祉施設

その他

計

製造業

建設業

運輸交通業

資料№２

表2          茨城県内の労働災害発生状況(平成２５年)

 業 種 別

休業４日以上 死亡者数 増減

休業(%) 死亡(%)

表1          茨城県内の労働災害発生状況(平成２６年）
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資料№３

１　　死亡者数のグラフ

２　死傷者数のグラフ

平成２６年1月から７月の労働災害発生状況

墜落・転落, 7, 32%

はさまれ・巻き込ま

れ, 5, 23%
飛来・落下, 2, 9%

おぼれ, 2, 9%

交通事故, 2, 9%
その他, 4, 18%

死亡者数（22人）

墜落・転落

はさまれ・巻き込まれ

飛来・落下

おぼれ

交通事故

その他

転倒, 301, 21%

墜落・転落, 267, 
19%はさまれ・巻き込ま

れ, 219, 16%

動作の反動, 130, 
9%

交通事故, 109, 8%

切れ・こす

れ, 92, 6%

飛来・落下, 82, 6% その他, 210, 15%

死傷者数（1，410人）

転倒

墜落・転落

はさまれ・巻き込まれ

動作の反動

交通事故

切れ・こすれ

飛来・落下

その他

 6
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平 成 ２ ６ 年 死 亡 災 害 事 例 

ＮＯ． 
発生日時 

職 種 
年齢 

経験年数 
事業の種類 

事故の型 
災害の概要 

起因物 

№１ 
１月 

９～１０時 

土工 
６０歳代 
１８年 

その他の建築 
工事業 

墜落・転落 

 鉄骨スレート屋根の倉庫解体工事において、

被災者が屋根上で、８０cm 間隔で設けられた

母屋材に足を乗せスレート材（181cm×71cm）

を外す作業を行っていたところ、スレートを踏

み抜いて約７m 下のコンクリート床に墜落し、

死亡した。 
 被災者が直前にいた場所には足場板（幅

24cm、長さ 400cm）が１枚設けられていた。 

屋根･はり･

もや･けた･

合掌 

№２ 
２月 

１４～１５時 

作業者・ 
技能者 
６０歳代 
８ヶ月 

セメント・ 
同製品製造業 

激突され 
 工場内にて、コンクリート擁壁を製造する生

コンクリートが入ったコンクリートバケット

をフォークリフトで搬送していたところ、フォ

ークリフトの前方に立ち入った被災者に接触、

被災者は死亡した。 
フォーク 
リフト 

№３ 
３月 

１４～１５時 

管理者 
６０歳代 
２２年 

その他の事業

―その他 
おぼれ 

 毎月 1 回実施している川の水質検査のため、

川岸からロープ付きステンレスバケツを川に

投げ込み水を採取していたところ、川に転落し

おぼれた。 水 

№４ 
３月 

９～１０時 

型枠大工 
２０歳代 
７年 

鉄骨・鉄筋コ

ンクリート造

家屋建築 
工事業 

墜落・転落 
 トラッククレーンにて単管パイプ 100 本（約

490ｋｇ）を、躯体外周の大引きの上に置き、

被災者が玉外しの作業を行っていたところ、支

保工が外側に向かって崩壊したため、高さ約

3.9ｍの場所から墜落し、落下した単管パイプ

の下敷きになって死亡した。 支保工 

№５ 
３月 

８～９時 

貨物自動車

運転者 
５０歳代 
２５年 

一般貨物自動

車運送業 

はさまれ・ 
巻き込まれ 

 トラックの積荷の確認のため、荷台のウイン

グ部を少し開け頭を入れて目視していたとこ

ろ、足でウイングの開閉スイッチを押してしま

い、アオリとウイングにはさまれ、25 日後に

死亡した。 トラック 

№６ 
４月 

１７～１８時 

鍛冶工 
６０歳代 
３５年 

機械器具設置

工事業 

崩壊・倒壊 
 工場において、ガス溶断でスクラップバケッ

ト（鉄くずを入れる鉄製容器、重量約５０t）
の解体を行っていたところ、円柱状の同バケッ

トの一部（3.9m × 2.19m × 20mm、重

量４.7ｔ）が倒れ、鉄製のかごとの間にはさま

れ死亡した。 
その他の装

置・設備 

№７ 
４月 

８～９時 

金属工作 
機械工 
２０歳代 
９年 

自動車・同付

属品製造業 

飛来・落下 
 動力プレス(630t)でプレス作業の準備をす

るため、上下金型を取付け、試し打ちを行った

ところ、上の金型が破損し、その金型破片が被

災者に当たり死亡した。 プレス機械 

№８ 
４月 

２３～２４時 

自動車 
運転者 
３０歳代 
５年 

その他の事業

―その他 

交通事故 
（道路） 

 労働者２人で乗用車にて走行中、電柱に衝突

し、助手席にいた労働者が死亡し、運転者は負

傷した。 
 

乗用車・バ

ス・バイク 

資料№４ 
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ＮＯ． 
発生日時 

職 種 
年齢 

経験年数 
事業の種類 

事故の型 
災害の概要 

起因物 

№９ 
４月 

１６～１７時 

その他の 
作業者 
５０歳代 
１９年 

採石業 

はさまれ・ 
巻き込まれ 

 採石場で、堆積した砕石を除去するため油圧

ショベルを運転しコンベアの下を通過させよ

うと高さを確認していたところ、操作レバーを

誤って作動させてしまい、コンベアの下フレー

ムと運転席にはさまれて死亡した。 
 

整地・運

搬・積込用

機械 

№１０ 
４月 

９～１０時 

技術者 
３０歳代 
５年 

その他の 
小売業 

飛来・落下 
 フォークリフト（4t）を用いてトラックから

精密機械（約 1.5t）を降ろす作業中、当該機械

をフォークリフトで持ち上げたところ、機械が

落下し、フォークリフト付近で誘導作業をして

いた被災者に当たり死亡した。 機械装置 

№１１ 
４月 

８～９時 

貨物自動車

運転者 
５０歳代 
10 ヶ月 

その他の道路

貨物運送業 

はさまれ・ 
巻き込まれ 

 トラックで配送作業中、配送先の敷地内（緩

やかな傾斜）にトラックを停車し、エンジンを

止めて降車したところ、突然、トラックが後退

し始めたため、被災者はトラックを停止させよ

うとして、トラックと道路脇の石垣の間に身体

をはさまれて振り落とされ、トラックの前輪に

ひかれて死亡した。 
トラック 

№１２ 
５月 

８～９時 

作業者・ 
技能者 
２０歳代 
２年 

その他の事業

―その他 

おぼれ 
 岸壁に船を係留するため、被災者は船からバ

ースへ向けて投げられた先端にゴム重りが付

いたロープを、岸壁で拾おうとして海へ落ちて

溺死した。 水 

№１３ 
５月 

１３～１４時 

ダクト工 
２０歳代 
１年 

機械器具設置

工事業 

墜落・転落 
 自動車整備工場の塗装ブース設置工事にお

いて、スレート屋根の上で排気ダクトの組立、

取付け作業を行っていたところ、歩み板及びト

タンの上を移動中に転倒し、トタンの横のスレ

ートを踏み抜き、高さ９ｍの高さから墜落し死

亡した。 
 

屋根･はり･

もや･けた･

合掌 

№１４ 
５月 

１～２時 

自動車 
運転者 
３０歳代 
３年 

その他の事業

―その他 

交通事故 
（道路） 

 運転代行の業務中、後方から来た乗用車に追

突され、運転していた被災者が死亡し、同乗し

ていた労働者も重傷を負った。 
 

乗用車・バ

ス・バイク 

№１５ 
５月 

１６～１７時 

貨物自動車

運転者 
６０歳代 
３２年 

セメント・同

製品製造業 

墜落・転落 

 コンクリート片の処理機内部の清掃作業が

終了し、処理機のカバー天板を元に戻すため、

トラクターショベルのバケットで天板を持ち

上げたところ、天板が傾いた。そのため、被災

者がそれを直そうとして処理機の角パイプと

ショベルのバケットに足を掛けていたところ、

バランスを崩し高さ 2.45m 下のコンクリート

床に墜落し死亡した。 
 

その他の装

置・設備 
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ＮＯ． 
発生日時 

職 種 
年齢 

経験年数 
事業の種類 

事故の型 
災害の概要 

起因物 

№１６ 
６月 

１６～１７時 

作業者・ 
技能者 
７０歳代 
１９年 

その他の建築

工事業 

墜落・転落 
 スレート屋根葺き建物の漏水補修工事のた

め、２名でスレート屋根上で作業中、被災者は

スレート屋根を踏み抜き、高さ約 4.9m 下のコ

ンクリート床に墜落し、死亡した。 
 

屋根･はり･

もや･けた･

合掌 

№１７ 
６月 

１５～１６時 

作業者・ 
技能者 
６０歳代 
５年 

自動車・同付

属品製造業 

墜落・転落 
 被災者はフォークリフトに取付た搬器に乗

り、高さ６m の棚から部品の在庫を取り出した

後、搬器を下ろすように合図し、フォークリフ

ト運転者が搬器を下ろしていたところ、ドスン

という音がした。確認したところ搬器内に被災

者が倒れていた。その後、収容先の病院で死亡

した。 
 

フォーク 
リフト 

№１８ 
６月 

１７～１８時 

製造工 
３０歳代 

4 ヶ月 

その他の 
木材・木製品

製造業 

はさまれ・ 
巻き込まれ 

 木材加工ラインにおいて、木材を次のライン

に投入する投入機に不都合が発生したため、投

入機の内部に入ってトラブル処理をしていた

ところ、押込機とリフターのロールの間にはさ

まれ、死亡した。 
 

その他の動

力運搬機 

№１９ 
７月 

１４～１５時 

土工 
５０歳代 
３３年 

道路建設 
工事業 

高温・低温

の物との接

触 

 道路工事現場において、草刈作業を行ってい

たところ、気分が悪くなり病院に搬送されたが

熱中症により死亡した。 
 高温・低温 

環境 

№２０ 
５月 

２３～２４時 

作業者・ 
技能者 
５０歳代 
２年 

その他の事業

―その他 

火災  作業終了後、被災者は会社から借用している

部屋に戻り、ベッドで寝ていたところ、延長コ

ードから発火し、火災となって死亡した。 
 送配線等 

№２１ 
７月 

２３～２４時 

製造工 
３０歳代 
１５年 

耐火物製造業 
はさまれ・ 
巻き込まれ 

 被災者はベルトコンベア下の床を清掃作業

中、ベルトコンベアとローラーに巻き込まれて

いるところを発見された。 
 コンベア 

№２２ 
６月 

７～８時 

運転者 
５０歳代 
１１年 

一般貨物自動

車運送業 

墜落・転落 
 積み荷の荷卸し待機中に、以前からトラック

の荷台（ウイングボディ）天井部から雨漏りし

ていたので補修を行うため、荷台の屋根上（高

さ 3.3m）に上って作業を行っていたところ、

墜落し死亡した。 
 

トラック 
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茨労発基第 1215号 

平成 26年 8月 28日 

 

 建設業労働災害防止協会 

茨 城 県 支 部 長 殿 

  

 

茨 城 労 働 局 長 

 

 

労働災害のない職場づくりに向けた緊急要請について 

 

 平素より、労働災害防止をはじめとする労働行政の推進にご支援、ご協力を

賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、茨城県内における平成 26 年の「休業４日以上の死傷者数」（7 月末現

在）は、全産業で 1，410 人、対前年比で 45 人（3.3％）の増加となり、「死亡

者数」は 22 人で対前年比 6 人（37.5％）の大幅な増加となって、極めて憂慮す

べき事態となっています。 

このような労働災害の増加傾向に歯止めをかけるため、本年6月23日に「労

働災害減少に向けた緊急要請」を行ったところですが、その後も労働災害の増

加は続いており、更なる労働災害防止対策の強化が必要です。 

このため、貴団体におかれましては、下記事項にご留意の上、労働災害防止

の取組をより一層強化していただくとともに、傘下の会員事業場に対する周知

について特段のご配慮をお願いしたく再度要請いたします。 

 

記 

 

１ 経営トップの参加の下に職場の安全パトロールを実施するなど、職場内に

おける安全衛生活動の総点検を実施すること。 

２ 安全管理者等の選任義務がない事業場においても安全の担当者（安全推進

者）を配置するなど、事業場の安全管理体制を充実すること。 

３ 雇入れ時教育を徹底するなど、効果的な安全衛生教育を実施すること。 

４ 5Ｓ活動、危険予知活動、ヒヤリ・ハット対策、リスクアセスメント等の日

常的な安全活動の活性化を図ること。 

 

                 

資料№５ 
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各労働基準監督署管内の全国労働衛生週間準備打合せ会日程 

 

監督署 開催日時 開催場所 

水戸 9 月 4日（木）13時 30分 常陸太田市生涯学習センター 

水戸 9 月 11日（木）13時 30分 茨城県立県民文化センター 

日立 9 月 12日（金）13時 30分 日立シビックセンター 

土浦 9 月 5日（金）13時 30分 土浦市民会館 

筑西 9 月 5日（金）13時 30分 茨城県県西生涯学習センター 

古河 9 月 2日（火）13時 30分 
古河市生涯学習センター       

とねミドリ館 

常総 9 月 4日（木）13時 30分 ポリテクセンター茨城 

龍ヶ崎 9 月 5日（金）13時 30分 流通経済大学 

鹿嶋 9 月 3日（水）13時 30分 鹿嶋勤労文化会館 

 

 ※各地区の準備打合せ会は報道機関の取材が可能です。当日の取材をご

希望される場合は、当局健康安全課までご連絡ください。 

                  

（問合せ先） 

                   茨城労働局健康安全課 

課長補佐 中島 

                   電 話：０２９－２２４－６２１５ 

 

資料№６ 


